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◆
職
員
の
育
児
休
業
等
に
関
す
る

条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

　
人
事
院
規
則
の
一
部
改
正
に
伴

い
、
非
常
勤
職
員
の
育
児
休
業
に

つ
い
て
、
特
別
の
事
情
に
よ
り
２

歳
ま
で
の
再
取
得
や
再
延
長
な
ど

が
可
能
に
な
っ
た
こ
と
に
よ
る
改

正
で
す
。

◆
町
長
等
の
給
与
に
関
す
る
条
例

の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

　
平
成
二
十
九
年
人
事
院
勧
告
に

伴
い
、
期
末
手
当
を
〇
・
一
月
増

額
す
る
も
の
で
す
。

◆
職
員
の
給
与
に
関
す
る
条
例
の

一
部
を
改
正
す
る
条
例

　
平
成
二
十
九
年
人
事
院
勧
告
に

伴
う
改
正
で
す
。

◆
長
万
部
町
火
葬
場
設
置
条
例
の

一
部
を
改
正
す
る
条
例

　
火
葬
場
の
改
修
に
伴
い
町
内
の

使
用
料
に
つ
い
て
二
十
五
％
の
引

き
上
げ
、
町
外
に
つ
い
て
は
町
内

の
二
倍
と
す
る
も
の
で
す
。

◆
一
般
会
計
補
正
予
算（
第
九
号
）

　
平
成
二
十
九
年
度
一
般
会
計
予

算
に
歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ
四
千
五

十
一
万
八
千
円
が
追
加
さ
れ
、
予

算
総
額
五
十
一
億
五
千
三
百
九
十

九
万
円
と
な
り
ま
し
た
。

◆
国
民
健
康
保
険
特
別
会
計
補
正

予
算
　
　
　
　
　
　（
第
二
号
）

　
平
成
二
十
九
年
度
国
民
健
康
保

険
特
別
会
計
予
算
に
歳
入
歳
出
そ

れ
ぞ
れ
九
百
十
三
万
六
千
円
が
追

加
さ
れ
、
予
算
総
額
十
億
九
千
八

百
八
十
一
万
二
千
円
と
な
り
ま
し

た
。

◆
介
護
保
険
特
別
改
正
補
正
予
算

（
第
二
号
）

　
平
成
二
十
九
年
度
介
護
保
険
特

別
会
計
予
算
か
ら
歳
入
歳
出
そ
れ

ぞ
れ
百
四
十
万
四
千
円
が
追
加
さ

れ
、
予
算
総
額
七
億
七
千
八
百
九

十
九
万
七
千
円
と
な
り
ま
し
た
。

◆
公
共
下
水
道
事
業
特
別
会
計
補

正
予
算
　
　
　
　
　（
第
二
号
）

　
平
成
二
十
九
年
度
公
共
下
水
道

事
業
特
別
会
計
補
正
予
算
に
歳
入

歳
出
そ
れ
ぞ
れ
十
五
万
八
千
円
を

追
加
さ
れ
、
予
算
総
額
三
億
三
千

三
百
四
十
三
万
七
千
円
と
な
り
ま

し
た
。

◆
ガ
ス
事
業
会
計
補
正
予
算

（
第
一
号
）

　
収
益
的
収
入
の
九
千
円
が
減
額

さ
れ
、
予
算
総
額
一
億
一
千
七
百

五
十
万
一
千
円
に
、
ま
た
、
収
益

的
支
出
に
十
八
万
四
千
円
が
追
加

さ
れ
、
予
算
総
額
一
億
二
千
七
百

五
十
二
万
四
千
円
と
な
り
ま
し
た
。

◆
水
道
事
業
会
計
補
正
予
算

（
第
二
号
）

　
収
益
的
収
入
に
三
万
二
千
円
が

追
加
さ
れ
、
予
算
総
額
一
億
六
千

七
百
十
三
万
二
千
円
に
、
ま
た
、

収
益
的
支
出
に
三
十
九
万
四
千
円

が
追
加
さ
れ
、
予
算
総
額
一
億
六

千
六
百
八
十
四
万
四
千
円
と
な
り

ま
し
た
。

◆
病
院
事
業
会
計
補
正
予
算

（
第
二
号
）

　
収
益
的
支
出
に
八
百
九
十
三
万

五
千
円
を
追
加
し
、
予
算
総
額
六

億
六
千
百
四
十
二
万
五
千
円
と
な

り
ま
し
た
。

◆
一
般
会
計
補
正
予
算（
第
十
号
）

　
平
成
二
十
九
年
度
一
般
会
計
予

算
に
歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ
六
千
九

百
六
十
四
万
六
千
円
が
追
加
さ
れ
、

予
算
総
額
五
十
二
億
二
千
三
百
六

十
三
万
六
千
円
と
な
り
ま
し
た
。

　
本
年
度
よ
り
実
施
し
て
お
り
ま

す
防
災
行
政
情
報
伝
達
シ
ス
テ
ム

整
備
事
業
に
つ
き
ま
し
て
は
、
九

月
二
十
六
日
に
各
シ
ス
テ
ム
取
扱

業
者
に
よ
る
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ

ン
を
実
施
し
、
本
町
に
適
し
た
シ

ス
テ
ム
と
し
て
、
六
〇
メ
ガ
ヘ
ル

ツ
防
災
行
政
無
線
及
び
二
八
〇
メ

ガ
ヘ
ル
ツ
デ
ジ
タ
ル
同
報
無
線
の

二
方
式
に
絞
り
込
ん
だ
と
こ
ろ
で

あ
り
ま
す
。

　
災
害
発
生
時
の
迅
速
か
つ
正
確

な
情
報
伝
達
手
段
の
確
保
は
、
本

町
に
お
け
る
喫
緊
の
課
題
で
あ
る

こ
と
か
ら
、
引
き
続
き
、
早
期
の

シ
ス
テ
ム
構
築
に
向
け
た
取
り
組

み
を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　
ま
た
、
東
日
本
大
震
災
を
は
じ

め
と
す
る
近
年
の
災
害
の
教
訓
を

踏
ま
え
、
改
訂
を
進
め
て
お
り
ま

す
地
域
防
災
計
画
に
つ
い
て
は
、

こ
の
度
、
改
訂
案
を
作
成
し
た
こ

と
か
ら
、
長
万
部
町
防
災
会
議
に

提
案
し
、
会
議
で
の
意
見
等
を
検

討
、
反
映
し
た
う
え
で
、
年
度
末

ま
で
に
完
成
の
予
定
と
な
っ
て
お

り
ま
す
。

　
防
災
訓
練
関
係
で
は
、
十
月
十

四
日
に
福
祉
セ
ン
タ
ー
に
て
、
防

災
リ
ー
ダ
ー
育
成
を
目
的
と
し
た

「
地
域
防
災
マ
ス
タ
ー
認
定
研
修

会
」
が
北
海
道
に
よ
り
開
催
さ
れ
、

町
内
会
の
役
員
や
消
防
団
員
な
ど
、

町
内
外
か
ら
六
十
三
人
の
参
加
を

い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
十
一
月
一
日
に
は
静
狩
地
区
に

　平成29年第４回町議会定例会が、12月12日に開会さ
れ、15日に閉会しました。
　この町議会定例会では、木幡町長の行政報告のあと、
一般質問のほか、条例の一部改正、各会計補正予算など、
議案12件について審議しました。
　おもな内容については、次のとおりです。

第第第第第第第第第第第第第第第第４４４４４４４４４４４４４４４４回回回回回回回回回回回回回回回回町町町町町町町町町町町町町町町町議議議議議議議議議議議議議議議議会会会会会会会会会会会会会会会会定定定定定定定定定定定定定定定定例例例例例例例例例例例例例例例例第４回町議会定例会会会会会会会会会会会会会会会会会

2017.12.12　開会

防防防防防防防防防防防防防防防防
災災災災災災災災災災災災災災災災
関関関関関関関関関関関関関関関関

防
災
関
係係係係係係係係係係係係係係係係係

木幡町長の

　
＝平成２９年１２月１２日＝

行 政 報 告
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お
い
て
、
風
水
害
等
の
自
然
災
害

や
土
砂
災
害
防
止
法
を
テ
ー
マ
と

し
た
講
話
を
行
い
、
二
十
人
の
町

民
の
方
々
に
参
加
い
た
だ
い
て
お

り
ま
す
。

　
こ
れ
ら
の
訓
練
を
通
じ
、
災
害

か
ら
命
を
守
る
た
め
に
は
、
町
に

よ
る
災
害
対
策
で
あ
る
「
公
助
」

以
上
に
、
町
民
一
人
ひ
と
り
の
災

害
に
対
す
る
知
識
や
備
え
で
あ
る

「
自
助
」
や
、
自
分
た
ち
の
地
域

は
自
分
た
ち
で
守
る
と
い
う
「
共

助
」
の
必
要
性
・
重
要
性
に
つ
い

て
、
再
認
識
い
た
だ
い
た
と
こ
ろ

で
あ
り
ま
す
。

　
今
後
も
、
防
災
啓
発
活
動
や
地

域
の
特
性
に
合
わ
せ
た
自
主
的
な

防
災
訓
練
実
施
に
向
け
た
働
き
か

け
な
ど
、
住
民
の
安
全
・
安
心
を

守
る
た
め
の
ま
ち
づ
く
り
を
進
め

て
ま
い
り
ま
す
。

　
本
町
が
所
有
す
る
有
価
証
券
の

う
ち
、
函
館
空
港
ビ
ル
デ
ン
グ
株

式
会
社
株
券
に
つ
き
ま
し
て
は
、

「
民
間
の
能
力
を
活
用
し
た
国
管

理
空
港
等
の
運
営
等
に
関
す
る
法

律
」
に
基
づ
き
、
函
館
空
港
の
運

営
が
民
間
委
託
と
な
る
こ
と
か
ら
、

全
株
券
を
譲
渡
す
る
こ
と
と
な
り

ま
し
た
。

　
昭
和
四
十
五
年
に
六
百
株
を
購

入
し
た
当
該
株
券
の
売
却
収
入
に

つ
き
ま
し
て
は
、
今
後
、
所
定
の

手
続
を
踏
ん
だ
後
、
平
成
三
十
一

年
度
の
予
算
で
計
上
す
る
予
定
と

な
っ
て
お
り
ま
す
。

　
今
年
度
は
、
十
月
三
十
日
に
理

科
大
理
工
学
部
の
創
立
五
十
周
年

を
記
念
し
て
野
田
キ
ャ
ン
パ
ス
に

お
い
て
開
催
さ
れ
た
「
東
京
理
科

大
学
ホ
ー
ム
カ
ミ
ン
グ
デ
ー
２
０

１
７
・
イ
ン
・
野
田
」
で
は
、
ふ

る
さ
と
納
税
の
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
配

布
の
ほ
か
、
ふ
る
さ
と
納
税
の
返

礼
品
の
Ｐ
Ｒ
と
し
て
、
ホ
ッ
キ
の

バ
タ
ー
焼
き
と
ジ
ン
ギ
ス
カ
ン
の

提
供
な
ど
、
ふ
る
さ
と
納
税
拡
大

の
Ｐ
Ｒ
活
動
を
実
施
い
た
し
ま
し

た
。
　
台
風
に
よ
る
雨
の
中
で
は
あ
り

ま
し
た
が
、
い
ず
れ
も
完
食
と
な

る
人
気
と
な
り
ま
し
た
。

　
ま
た
、
理
科
大
と
の
連
携
に
よ

る
ア
グ
リ
ビ
ジ
ネ
ス
事
業
に
つ
き

ま
し
て
は
、
高
糖
度
ト
マ
ト
の
栽

培
ハ
ウ
ス
を
含
め
た
設
置
工
事
の

地
鎮
祭
が
、
理
科
大
の
旧
デ
ッ
カ

跡
地
に
お
い
て
、
一
般
社
団
法
人

北
海
道
お
し
ゃ
ま
ん
べ
の
主
催
に

よ
り
執
り
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
現
在
、
本
年
度
計
画
さ
れ
て
い

る
ハ
ウ
ス
一
棟
と
関
連
工
事
は
十

二
月
末
の
完
成
・
生
産
開
始
を
目

指
し
て
施
工
さ
れ
て
い
る
と
こ
ろ

で
あ
り
ま
す
。

　
引
き
続
き
本
事
業
の
成
功
に
向

け
、
理
科
大
と
連
携
し
取
り
組
ん

で
ま
い
り
ま
す
。

　
町
政
に
つ
い
て
町
民
の
方
々
と

自
由
に
意
見
を
交
換
し
、
よ
り
住

み
良
い
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
る
た

め
、「
移
動
町
長
室
」
を
十
月
十
日

か
ら
町
内
四
会
場
で
開
催
い
た
し

ま
し
た
。

　
今
回
の
移
動
町
長
室
に
は
、
延

べ
七
十
人
の
方
々
が
出
席
さ
れ
、

災
害
な
ど
緊
急
時
の
情
報
伝
達
に

関
す
る
課
題
や
防
災
訓
練
で
の
対

応
な
ど
、
災
害
対
策
全
般
に
つ
い

て
や
、
新
幹
線
建
設
工
事
に
関
す

る
こ
と
、
ふ
る
さ
と
納
税
の
拡
大

や
理
科
大
ア
グ
リ
事
業
へ
の
期
待
、

空
き
家
対
策
、
町
立
病
院
で
の
課

題
改
善
な
ど
広
範
囲
な
分
野
に
お

い
て
、
多
く
の
ご
意
見
・
ご
要
望

な
ど
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
こ
れ
ら
の
貴
重
な
ご
意
見
・
ご

要
望
を
今
後
の
町
政
運
営
に
活
か

し
て
ま
い
り
ま
す
。

　
現
在
、
長
万
部
ま
ち
づ
く
り
推

進
会
議
で
は
、
十
三
年
後
の
新
幹

線
開
業
を
見
据
え
、
官
民
が
一
体

と
な
っ
て
取
り
組
む
た
め
、
ア
ク

シ
ョ
ン
プ
ラ
ン
策
定
に
向
け
た
活

動
を
展
開
し
て
お
り
ま
す
。

　
こ
れ
ま
で
、
本
町
通
の
整
備
や

ま
ち
の
駅
の
方
向
性
に
つ
い
て
議

論
を
重
ね
る
と
と
も
に
、
十
月
に

は
道
の
駅
視
察
、
十
一
月
に
は
黒

松
内
町
、
豊
浦
町
と
の
合
同
に
よ

る
モ
ニ
タ
ー
ツ
ア
ー
を
実
施
し
た

と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

　
来
年
三
月
の
策
定
に
向
け
ま
し

て
は
、
お
し
ゃ
ま
ん
べ
マ
ル
シ
ェ

と
い
っ
た
地
域
資
源
の
発
掘
作
業

も
並
行
さ
せ
な
が
ら
、
よ
り
実
効

性
の
高
い
プ
ラ
ン
と
な
る
よ
う
、

着
実
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　
葬
斎
場
改
修
工
事
の
関
係
に
つ

き
ま
し
て
は
、
町
民
の
方
々
に
大

変
ご
不
便
を
お
か
け
し
て
お
り
ま

す
が
、
十
二
月
か
ら
火
葬
炉
設
置

工
事
に
入
り
、
お
陰
様
で
順
調
に

平
成
三
十
年
三
月
竣
工
の
予
定
で

進
捗
し
て
お
り
ま
す
。

　
つ
き
ま
し
て
は
、
施
設
更
新
に

伴
っ
て
火
葬
場
使
用
料
見
直
し
の

た
め
の
条
例
改
正
案
及
び
施
設
備

品
等
の
購
入
費
用
に
係
る
補
正
予

算
を
本
定
例
会
へ
提
案
い
た
し
て

お
り
ま
す
。

　
今
年
度
四
月
か
ら
十
月
ま
で
の

渡
島
廃
棄
物
処
理
広
域
連
合
の
焼

却
施
設
に
排
出
し
た
長
万
部
町
の

可
燃
ご
み
の
量
は
、
約
一
千
六
十

二
ト
ン
で
、
前
年
度
同
期
と
比
較

し
、
約
九
ト
ン
増
加
し
て
お
り
ま

す
。
　
ま
た
、
ご
み
の
減
量
化
の
一
環

と
し
て
実
施
し
て
お
り
ま
す
衣
類

の
無
料
回
収
は
、
役
場
窓
口
で
の

随
時
受
付
と
三
回
の
巡
回
地
域
回

収
を
実
施
し
、
今
年
度
は
十
月
末

で
八
百
三
十
八
茜
の
衣
類
を
回
収

い
た
し
ま
し
た
。

　
廃
食
用
油
は
、
今
年
度
も
役

場
・
福
祉
セ
ン
タ
ー
・
各
会
館
の

ご
み
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
に
無
料
回
収

ボ
ッ
ク
ス
を
設
置
し
て
、
現
在
ま

で
に
七
百
五
リ
ッ
ト
ル
を
回
収
し

て
お
り
、
使
用
済
小
型
家
電
に
つ

い
て
も
、
同
じ
く
役
場
庁
舎
内
の

東東東東東東東東東東東東東東東東
京京京京京京京京京京京京京京京京
理理理理理理理理理理理理理理理理
科科科科科科科科科科科科科科科科
大大大大大大大大大大大大大大大大
学学学学学学学学学学学学学学学学
関関関関関関関関関関関関関関関関

東
京
理
科
大
学
関
係係係係係係係係係係係係係係係係係

公公公公公公公公公公公公公公公公
有有有有有有有有有有有有有有有有
財財財財財財財財財財財財財財財財
産産産産産産産産産産産産産産産産
のののののののののののののののの
処処処処処処処処処処処処処処処処

公
有
財
産
の
処
分分分分分分分分分分分分分分分分分

移移移移移移移移移移移移移移移移
動動動動動動動動動動動動動動動動
町町町町町町町町町町町町町町町町
長長長長長長長長長長長長長長長長

移
動
町
長
室室室室室室室室室室室室室室室室室

まままままままままままままままま
ちちちちちちちちちちちちちちちち
づづづづづづづづづづづづづづづづ
くくくくくくくくくくくくくくくく
りりりりりりりりりりりりりりりり
アアアアアアアアアアアアアアアア

ま
ち
づ
く
り
ア
ククククククククククククククククク

シシシシシシシシシシシシシシシシ
ョョョョョョョョョョョョョョョョ
ンンンンンンンンンンンンンンンン
ププププププププププププププププ
ララララララララララララララララ

シ
ョ
ン
プ
ラ
ンンンンンンンンンンンンンンンンン

葬葬葬葬葬葬葬葬葬葬葬葬葬葬葬葬
斎斎斎斎斎斎斎斎斎斎斎斎斎斎斎斎
場場場場場場場場場場場場場場場場
改改改改改改改改改改改改改改改改
修修修修修修修修修修修修修修修修
関関関関関関関関関関関関関関関関

葬
斎
場
改
修
関
係係係係係係係係係係係係係係係係係

生生生生生生生生生生生生生生生生
活活活活活活活活活活活活活活活活
環環環環環環環環環環環環環環環環
境境境境境境境境境境境境境境境境
関関関関関関関関関関関関関関関関

生
活
環
境
関
係係係係係係係係係係係係係係係係係
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無
料
回
収
ボ
ッ
ク
ス
で
、
九
百
十

茜
を
回
収
し
て
お
り
ま
す
。

　
町
民
の
み
な
さ
ん
に
は
、
今
後

と
も
ご
み
の
減
量
化
や
リ
サ
イ
ク

ル
へ
の
ご
協
力
を
お
願
い
い
た
し

ま
す
。

　
本
年
九
月
の
台
風
十
八
号
に
よ

る
大
雨
の
た
め
、
字
旭
浜
の
海
岸

に
多
く
の
流
木
等
が
漂
着
し
、
漁

業
被
害
等
が
発
生
い
た
し
ま
し
た
。

　
今
後
は
、
漂
着
流
木
の
海
上
流

出
等
に
よ
る
漁
業
被
害
が
懸
念
さ

れ
る
こ
と
か
ら
、
十
二
月
二
十
五

日
を
工
期
と
し
て
海
岸
流
木
処
理

業
務
を
施
工
中
で
あ
り
ま
す
。

　
健
康
づ
く
り
の
推
進
に
つ
き
ま

し
て
は
、
特
定
健
診
や
が
ん
検
診

と
い
っ
た
各
種
検
診
を
実
施
し
て

お
り
、
受
診
率
向
上
の
た
め
無
料

ク
ー
ポ
ン
券
の
配
布
や
、
対
象
者

へ
の
電
話
勧
奨
等
を
積
極
的
に

行
っ
て
お
り
ま
す
。

　
次
の
特
定
健
診
・
が
ん
検
診
は
、

二
月
に
実
施
す
る
予
定
で
あ
り
ま

す
の
で
、
積
極
的
な
受
診
を
お
願

い
い
た
し
ま
す
。

　
園
児
や
生
徒
を
対
象
と
し
た
健

康
教
室
で
は
、
十
月
に
幼
稚
園
で

食
育
教
室
を
実
施
し
ま
し
た
。
栄

養
士
に
よ
る
野
菜
の
栄
養
に
つ
い

て
の
講
話
と
、
園
児
が
育
て
た
野

菜
を
使
っ
た
調
理
実
習
を
実
施
し
、

栄
養
に
関
す
る
理
解
を
深
め
ま
し

た
。
　
ま
た
、
中
学
三
年
生
に
赤
ち
ゃ

ん
講
座
を
、
高
校
三
年
生
に
育
児

体
験
教
室
を
実
施
し
ま
し
た
。
教

室
で
は
赤
ち
ゃ
ん
と
そ
の
お
母
さ

ん
に
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
を
し
た
り
、

赤
ち
ゃ
ん
と
ふ
れ
あ
い
、
命
の
大

切
さ
を
学
ん
で
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
高
齢
者
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
予
防

接
種
は
、
十
一
月
末
現
在
八
百
十

八
人
か
ら
申
請
が
あ
り
ま
し
た
。

　
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
流
行
の
時
期

で
も
あ
り
ま
す
こ
と
か
ら
、
う
が

い
や
手
洗
い
、
手
指
消
毒
、
外
出

時
の
マ
ス
ク
着
用
等
の
励
行
を
促

し
、
予
防
の
徹
底
を
図
っ
て
ま
い

り
ま
す
。

　
こ
の
ほ
か
、
ノ
ロ
ウ
イ
ル
ス
や

ロ
タ
ウ
イ
ル
ス
に
よ
る
感
染
症
に

も
備
え
、
う
が
い
や
手
洗
い
等
の

励
行
を
勧
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　
地
域
敬
老
会
は
、
八
月
二
十
九

日
を
皮
切
り
に
二
十
六
地
域
二
十

三
会
場
で
実
施
さ
れ
、
対
象
者
一

千
二
百
四
十
五
人
に
対
し
五
百
八

十
人
の
出
席
を
い
た
だ
き
、
出
席

率
は
四
六
・
六
％
と
な
り
ま
し
た
。

　
各
会
場
と
も
、
町
内
会
等
の
み

な
さ
ん
に
よ
る
特
色
あ
る
料
理
の

提
供
や
趣
向
を
凝
ら
し
た
催
し
な

ど
に
よ
り
、
出
席
さ
れ
た
方
々
か

ら
大
変
喜
ば
れ
て
お
り
ま
し
た
。

　
町
内
会
等
の
み
な
さ
ん
に
は
、

ご
苦
労
を
お
か
け
し
ま
す
が
、
高

齢
者
の
集
ま
る
場
の
一
つ
と
し
て

継
続
さ
れ
る
こ
と
を
お
願
い
い
た

し
ま
す
。

　
十
月
二
十
六
日
に
は
、
福
祉
セ

ン
タ
ー
に
お
い
て
、
日
頃
の
運
動

不
足
解
消
と
会
員
の
協
調
、
親
睦

の
輪
を
広
げ
る
こ
と
を
目
的
に
、

老
人
ク
ラ
ブ
運
動
会
が
、
十
二
ク

ラ
ブ
百
三
人
の
参
加
で
開
催
さ
れ

ま
し
た
。

　
今
年
も
長
寿
の
お
祝
い
と
社
会

貢
献
へ
の
お
礼
を
こ
め
て
、
九
月

十
一
日
か
ら
十
三
日
ま
で
と
十
五

日
か
ら
十
八
日
ま
で
の
計
七
日
間
、

老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー
を
無
料
開
放

し
た
と
こ
ろ
二
百
九
十
九
人
が
利

用
さ
れ
ま
し
た
。

　
さ
ら
に
、
町
内
に
あ
る
公
衆
浴

場
に
つ
い
て
も
助
成
を
行
い
、
無

料
開
放
を
実
施
し
た
と
こ
ろ
六
百

十
五
人
が
利
用
さ
れ
ま
し
た
。

　
本
格
的
な
冬
に
向
か
い
、
灯
油

料
金
、
電
気
料
金
の
高
止
ま
り
も

あ
る
こ
と
か
ら
、
高
齢
者
や
障
が

い
者
等
で
低
所
得
の
状
況
に
あ
る

方
に
灯
油
購
入
費
等
の
一
部
を
助

成
し
、
冬
期
間
の
増
嵩
経
費
に
対

す
る
経
済
支
援
と
し
て
、
前
年
度

と
同
様
に
冬
期
福
祉
給
付
金
事
業

を
実
施
す
る
た
め
、
本
定
例
会
に

補
正
予
算
を
提
案
い
た
し
て
お
り

ま
す
。

　
本
年
度
か
ら
町
内
の
民
間
保
育

所
、
幼
稚
園
に
対
象
を
拡
大
し
た

就
学
前
第
二
子
以
降
の
保
育
料
の

無
料
化
に
つ
き
ま
し
て
は
、
現
在

十
一
世
帯
十
一
人
の
児
童
に
対
し

て
補
助
金
を
交
付
し
子
育
て
支
援

の
拡
充
を
図
っ
て
お
り
ま
す
が
、

今
後
も
対
象
者
が
見
込
ま
れ
る
こ

と
か
ら
本
定
例
会
に
補
正
予
算
を

提
案
い
た
し
て
お
り
ま
す
。

　
家
畜
の
主
た
る
飼
料
作
物
の
牧

草
や
サ
イ
レ
ー
ジ
用
ト
ウ
モ
ロ
コ

シ
は
、
十
月
十
五
日
の
調
査
で
は
、

牧
草
は
平
年
並
の
収
量
と
な
っ
て

お
り
ま
す
が
、
サ
イ
レ
ー
ジ
用
ト

ウ
モ
ロ
コ
シ
は
天
候
が
不
安
定
で

収
穫
作
業
が
や
や
遅
れ
気
味
と

な
っ
て
お
り
ま
す
。

　
生
乳
生
産
量
は
、
四
月
か
ら
十

月
ま
で
五
千
八
百
八
十
九
ト
ン
を

出
荷
し
、
前
年
に
比
べ
二
百
三
十

四
ト
ン
の
減
と
な
り
、
乳
代
は
五

億
二
千
八
百
四
十
六
万
円
で
、
前

年
に
比
べ
一
千
五
百
三
十
万
円
の

減
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

　
黒
毛
和
牛
の
四
月
か
ら
十
月
ま

で
の
販
売
頭
数
は
百
五
十
九
頭
、

販
売
金
額
は
一
億
一
千
七
百
九
十

二
万
三
千
円
で
、
前
年
同
期
と
比

較
し
て
、
販
売
頭
数
は
五
頭
の
増

で
あ
り
ま
す
が
、
販
売
金
額
で
は

二
百
十
五
万
七
千
円
の
減
と
な
り

ま
し
た
。

　
牧
野
関
係
は
、
生
産
コ
ス
ト
の

低
減
と
酪
農
経
営
の
安
定
を
図
る

た
め
、
公
共
牧
場
運
営
事
業
を
実

施
し
て
お
り
ま
す
が
、
十
月
二
十

七
日
に
下
牧
が
完
了
し
て
お
り
ま

す
。

高高高高高高高高高高高高高高高高
齢齢齢齢齢齢齢齢齢齢齢齢齢齢齢齢
者者者者者者者者者者者者者者者者
福福福福福福福福福福福福福福福福
祉祉祉祉祉祉祉祉祉祉祉祉祉祉祉祉
関関関関関関関関関関関関関関関関

高
齢
者
福
祉
関
係係係係係係係係係係係係係係係係係

冬冬冬冬冬冬冬冬冬冬冬冬冬冬冬冬
期期期期期期期期期期期期期期期期
福福福福福福福福福福福福福福福福
祉祉祉祉祉祉祉祉祉祉祉祉祉祉祉祉
給給給給給給給給給給給給給給給給
付付付付付付付付付付付付付付付付

冬
期
福
祉
給
付
金金金金金金金金金金金金金金金金金

（（（（（（（（（（（（（（（（
福福福福福福福福福福福福福福福福
祉祉祉祉祉祉祉祉祉祉祉祉祉祉祉祉
灯灯灯灯灯灯灯灯灯灯灯灯灯灯灯灯
油油油油油油油油油油油油油油油油

（
福
祉
灯
油
）））））））））））））））））

児児児児児児児児児児児児児児児児
童童童童童童童童童童童童童童童童
福福福福福福福福福福福福福福福福
祉祉祉祉祉祉祉祉祉祉祉祉祉祉祉祉
関関関関関関関関関関関関関関関関

児
童
福
祉
関
係係係係係係係係係係係係係係係係係

海海海海海海海海海海海海海海海海
岸岸岸岸岸岸岸岸岸岸岸岸岸岸岸岸
流流流流流流流流流流流流流流流流
木木木木木木木木木木木木木木木木
処処処処処処処処処処処処処処処処

海
岸
流
木
処
理理理理理理理理理理理理理理理理理

町町町町町町町町町町町町町町町町
民民民民民民民民民民民民民民民民
のののののののののののののののの
健健健健健健健健健健健健健健健健
康康康康康康康康康康康康康康康康
増増増増増増増増増増増増増増増増

町
民
の
健
康
増
進進進進進進進進進進進進進進進進進

イイイイイイイイイイイイイイイイ
ンンンンンンンンンンンンンンンン
フフフフフフフフフフフフフフフフ
ルルルルルルルルルルルルルルルル
エエエエエエエエエエエエエエエエ
ンンンンンンンンンンンンンンンン
ザザザザザザザザザザザザザザザザ
等等等等等等等等等等等等等等等等

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
等
ののののののののののののののののの

予予予予予予予予予予予予予予予予
防防防防防防防防防防防防防防防防
にににににににににににににににに
つつつつつつつつつつつつつつつつ
いいいいいいいいいいいいいいいい

予
防
に
つ
い
ててててててててててててててててて

農農農農農農農農農農農農農農農農
業業業業業業業業業業業業業業業業
関関関関関関関関関関関関関関関関

農
業
関
係係係係係係係係係係係係係係係係係
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こ
の
間
の
入
牧
延
べ
頭
数
は
六

万
三
千
十
五
頭
で
、
前
年
に
比
べ

六
千
二
百
三
十
七
頭
の
増
と
な
り

ま
し
た
。

　
新
規
就
農
者
対
策
と
し
て
は
、

九
月
九
日
に
東
京
都
、
十
一
月
十

一
日
に
札
幌
市
で
開
催
さ
れ
ま
し

た
「
新
・
農
業
人
フ
ェ
ア
」
に
長

万
部
町
の
ブ
ー
ス
を
出
展
し
、
農

業
に
興
味
が
あ
る
来
場
者
五
組
五

名
の
就
農
相
談
が
あ
り
、
長
万
部

町
の
Ｐ
Ｒ
や
就
農
へ
の
情
報
発
信

を
実
施
し
て
お
り
ま
す
。

　
町
有
林
一
般
造
林
事
業
は
、
平

成
二
十
八
年
度
に
寄
付
を
受
け
た

共
立
地
区
の
土
地
に
作
業
道
新
設

事
業
と
し
て
一
千
九
百
メ
ー
ト
ル

を
実
施
し
、
こ
の
作
業
道
を
利
用

し
た
地
拵
・
植
栽
事
業
三
ヘ
ク
タ

ー
ル
を
十
月
十
日
に
完
了
し
て
お

り
ま
す
。

　
ま
た
、
森
林
整
備
セ
ン
タ
ー
と

の
分
収
造
林
事
業
の
豊
津
地
区
二

ヘ
ク
タ
ー
ル
の
風
倒
木
整
理
・
地

拵
事
業
は
、
十
一
月
九
日
に
完
了

し
て
お
り
ま
す
。

　
本
町
の
ホ
タ
テ
貝
養
殖
漁
業
で

の
十
一
月
末
現
在
の
種
苗
の
生
育

状
況
は
、
へ
い
死
・
変
形
等
が
少

な
く
比
較
的
良
好
に
推
移
し
て
お

り
ま
す
が
、
冬
か
ら
春
の
耳
吊
り

時
期
に
か
け
て
変
形
・
欠
穀
等
が

発
生
す
る
可
能
性
が
あ
り
ま
す
の

で
、
渡
島
北
部
地
区
水
産
技
術
普

及
指
導
所
等
各
関
係
機
関
と
連
携

し
、
調
査
を
行
う
予
定
と
な
っ
て

お
り
ま
す
。

　
ま
た
、
成
貝
は
十
一
月
下
旬
よ

り
水
揚
げ
が
順
調
に
開
始
さ
れ
て

お
り
、
こ
ち
ら
も
へ
い
死
・
変
形

等
が
少
な
く
比
較
的
良
好
に
成
育

し
て
お
り
ま
す
。

　
本
年
の
秋
鮭
漁
は
、
十
一
月
二

十
二
日
現
在
、
漁
獲
量
は
三
百
七

十
八
ト
ン
で
、
前
年
に
比
べ
百
二

ト
ン
の
減
と
な
っ
て
お
り
ま
す
が
、

漁
獲
金
額
は
三
億
二
千
四
百
一
万

円
で
、
前
年
に
比
べ
八
千
九
百
三

十
三
万
円
の
増
収
と
な
っ
て
お
り

ま
す
。

　
中
小
企
業
の
業
況
は
緩
や
か
に

改
善
し
て
お
り
ま
す
が
、
原
材
料

価
格
の
上
昇
や
人
手
不
足
へ
の
懸

念
な
ど
、
中
小
企
業
を
取
り
巻
く

環
境
は
依
然
と
し
て
厳
し
い
状
況

が
続
い
て
お
り
、
中
小
企
業
の
健

全
育
成
と
経
営
安
定
の
た
め
、
国

や
道
の
様
々
な
金
融
支
援
に
対
し
、

関
係
機
関
と
連
携
し
、
町
と
し
て

の
認
定
窓
口
等
の
設
置
を
行
っ
て

お
り
ま
す
。

　
次
に
、
本
年
度
上
期
の
観
光
客

入
り
込
み
数
は
、
昨
年
の
北
海
道

新
幹
線
開
業
効
果
が
薄
れ
た
こ
と

に
伴
い
減
少
し
、
毛
が
に
ま
つ
り

来
場
者
が
過
去
最
高
を
記
録
し
た

た
め
、
七
月
は
増
加
し
ま
し
た
が
、

九
月
末
ま
で
前
年
度
を
下
回
る
状

況
で
、
上
期
全
体
と
し
て
は
、
前

年
度
に
比
べ
四
・
五
パ
ー
セ
ン
ト

減
少
し
て
約
三
十
万
一
千
人
と

な
っ
て
お
り
ま
す
。

　
ま
た
、
観
光
客
誘
致
事
業
と
し

て
、
札
幌
市
で
開
催
さ
れ
ま
し
た

サ
ッ
ポ
ロ
ビ
ア
ガ
ー
デ
ン
ふ
る
さ

と
Ｐ
Ｒ
ス
テ
ー
ジ
や
、
オ
ー
タ
ム

フ
ェ
ス
ト
２
０
１
７
に
参
加
し
た

ほ
か
、
東
京
都
葛
飾
区
で
十
月
二

十
七
日
か
ら
二
十
九
日
に
開
催
さ

れ
た
第
三
十
三
回
葛
飾
区
産
業

フ
ェ
ア
へ
昨
年
に
引
き
続
き
出
展

し
、
長
万
部
町
の
観
光
Ｐ
Ｒ
並
び

に
特
産
品
の
販
売
を
行
い
ま
し
た
。

　
こ
れ
ら
の
イ
ベ
ン
ト
に
は
、
町

の
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー「
ま
ん
べ
く
ん
」

も
参
加
し
、
誘
客
効
果
を
高
め
ま

し
た
。

　
本
年
度
も
季
節
労
働
者
の
労
働

環
境
向
上
の
た
め
、
渡
島
檜
山
北

部
通
年
雇
用
促
進
支
援
協
議
会
を

中
心
と
し
て
、
雇
用
相
談
や
求
人

情
報
の
提
供
、
技
能
研
修
な
ど
を

通
し
て
、
通
年
雇
用
に
向
け
た
支

援
を
行
っ
て
お
り
ま
す
。

　
近
年
、
悪
質
商
法
や
訪
問
押
し

買
い
詐
欺
、
料
金
不
正
請
求
な
ど

次
々
と
新
し
い
手
口
に
よ
る
消
費

者
問
題
が
多
く
発
生
し
て
お
り
、

消
費
者
の
安
全
確
保
に
つ
い
て
の

苦
情
相
談
な
ど
、
住
民
に
対
し
て

必
要
な
情
報
収
集
や
提
供
を
行
う

た
め
「
消
費
生
活
相
談
員
」
を
配

置
す
る
と
と
も
に
、
今
年
度
か
ら

全
国
消
費
者
生
活
情
報
ネ
ッ
ト
ワ

ー
ク
を
活
用
し
て
、
全
国
の
最
新

苦
情
相
談
情
報
を
収
集
し
て
お
り

ま
す
。

　
今
後
、
ま
す
ま
す
巧
妙
化
す
る

手
口
へ
の
対
応
が
必
要
と
さ
れ
る

中
、
被
害
防
止
講
座
の
開
催
、
関

連
す
る
部
署
間
の
情
報
交
換
や
町

広
報
で
の
消
費
者
の
安
全
確
保
に

関
す
る
情
報
周
知
を
継
続
し
て
行

い
、
住
民
の
消
費
者
生
活
被
害
予

防
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　
土
木
事
業
で
は
、
町
道
中
山
大

通
線
外
舗
装
補
修
工
事
及
び
町
道

駅
前
通
線
側
溝
取
替
工
事
に
つ
い

て
、
工
期
内
の
十
一
月
十
七
日
に

完
成
し
て
お
り
ま
す
。

　
町
道
新
開
線
外
側
溝
取
替
工
事

に
つ
き
ま
し
て
は
、
十
二
月
中
旬

ま
で
の
工
期
で
施
工
中
で
あ
り
ま

す
。
　
ま
た
、
橋
梁
長
寿
命
化
修
繕
事

業
の
一
環
と
し
て
実
施
し
て
い
る

橋
梁
点
検
調
査
業
務
委
託
に
つ
き

ま
し
て
も
、
十
二
月
下
旬
ま
で
の

工
期
で
実
施
中
で
あ
り
ま
す
。

　
除
雪
関
係
で
は
、
協
同
組
合
長

万
部
町
建
設
協
会
と
十
一
月
十
三

日
に
委
託
契
約
を
締
結
し
、
町
道

や
公
共
施
設
等
の
除
雪
作
業
を
実

施
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　
建
築
事
業
で
は
、
町
営
住
宅
中

部
団
地
安
全
柵
修
理
工
事
に
つ
き

ま
し
て
は
、
工
期
内
の
十
月
十
六

日
に
完
成
し
て
お
り
ま
す
。

　
そ
の
他
、
公
共
施
設
や
町
営
住

宅
の
修
繕
工
事
は
、
計
画
的
に
実

施
し
て
お
り
ま
す
が
、
町
営
住
宅

設
備
に
つ
き
ま
し
て
、
老
朽
化
の
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業業業業業業業業業業業業業業業業
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進
行
や
落
雷
に
よ
る
通
報
装
置
等

の
故
障
な
ど
修
繕
が
頻
発
し
、
こ

れ
に
伴
う
修
理
費
等
の
不
足
を
補

う
べ
く
、
本
定
例
会
に
補
正
予
算

を
提
案
い
た
し
て
お
り
ま
す
。

　
公
園
事
業
で
は
、
今
年
度
の
長

万
部
公
園
キ
ャ
ン
プ
場
の
利
用
は
、

十
月
三
十
一
日
で
終
了
い
た
し
ま

し
た
。
キ
ャ
ン
プ
場
利
用
者
は
二

千
八
百
七
十
三
人
で
、
昨
年
度
に

比
べ
五
・
二
％
の
増
と
な
っ
て
お

り
ま
す
。
バ
ン
ガ
ロ
ー
利
用
棟
数

は
二
百
六
十
一
棟
で
、
昨
年
度
に

比
べ
五
・
八
％
の
減
と
な
っ
て
お

り
ま
す
。

　
ま
た
、
あ
や
め
公
園
パ
ー
ク
ゴ

ル
フ
場
の
利
用
は
十
一
月
五
日
で

終
了
い
た
し
ま
し
た
。
パ
ー
ク
ゴ

ル
フ
場
利
用
者
は
六
千
三
十
六
人

で
、
昨
年
度
に
比
べ
〇
・
二
％
の

増
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

　
ガ
ス
本
支
管
改
良
工
事
の
本
通

線
工
区
は
十
月
三
十
一
日
、
長
万

部
線
工
区
及
び
中
山
大
通
線
工
区

は
、
十
一
月
二
十
日
に
完
了
し
て

お
り
ま
す
。

　
道
道
長
万
部
公
園
線
改
良
工
事

に
伴
う
配
水
管
移
設
工
事
及
び
長

万
部
地
区
一
号
配
水
池
改
修
工
事

は
、
十
一
月
三
十
日
に
完
了
し
て

お
り
ま
す
。

　
病
院
内
防
火
設
備
設
置
工
事
と

し
て
実
施
す
る
ス
プ
リ
ン
ク
ラ
ー

の
設
置
を
、
平
成
三
十
年
三
月
二

十
六
日
ま
で
の
工
期
で
施
工
中
で

あ
り
ま
す
。

　
長
万
部
中
学
校
の
水
道
を
直
接

給
水
方
式
に
変
更
す
る
給
水
管
改

修
修
繕
工
事
に
つ
き
ま
し
て
は
、

平
成
三
十
年
三
月
二
十
日
ま
で
の

工
期
で
十
二
月
一
日
に
施
工
業
者

と
契
約
を
締
結
し
て
お
り
ま
す
。

　
今
年
十
一
月
末
日
現
在
の
火
災

発
生
件
数
は
五
件
、
救
急
件
数
は

三
百
五
件
で
、
う
ち
ド
ク
タ
ー
ヘ

リ
で
の
搬
送
は
五
件
と
な
っ
て
お

り
、
昨
年
同
期
よ
り
火
災
が
一
件
、

救
急
が
六
十
七
件
増
加
し
て
お
り

ま
す
。

　
火
災
予
防
の
事
業
で
は
、
秋
の

全
道
火
災
予
防
運
動
期
間
中
に
、

介
護
施
設
や
旅
館
、
大
型
店
舗
な

ど
、
不
特
定
多
数
の
方
が

出
入
り
す
る
施
設
の
防
火

査
察
、
女
性
消
防
団
員
に

よ
る
街
頭
啓
発
や
防
火
訪

問
、
各
地
域
の
分
団
に
よ

る
防
火
広
報
を
実
施
い
た

し
ま
し
た
。

　
救
急
関
係
の
事
業
で
は
、

長
万
部
高
校
の
イ
ン
タ
ー

シ
ッ
プ
研
修
生
五
名
に
対

し
普
通
救
命
講
習
を
実
施

し
た
ほ
か
、
九
月
九
日
の

「
救
急
の
日
」
に
上
級
救

命
講
習
を
開
講
し
、
五
名

の
方
が
修
了
さ
れ
ま
し
た
。

　
消
防
団
の
事
業
に
つ
い

て
は
、
十
一
月
十
五
日
に

消
防
団
員
の
部
長
・
班
長

を
対
象
と
し
た
中
級
幹
部

講
習
を
実
施
し
、「
緊
急

自
動
車
の
法
令
と
実
務
」

に
つ
い
て
講
習
を
行
い
ま

し
た
。

　
大
型
水
槽
車
整
備
事
業

の
進
捗
状
況
に
つ
い
て
は
、

十
一
月
十
七
日
に
受
注
業

者
の
工
場
に
消
防
車
の
ベ

ー
ス
と
な
る
新
型
の
車
両

が
入
庫
と
な
り
、
現
在
、

大
型
水
槽
や
小
型
ポ
ン
プ

等
の
架
装
が
始
ま
っ
て
お

り
ま
す
。
二
月
に
中
間
検

査
を
行
い
、
納
期
の
三
月

二
十
日
に
は
納
車
さ
れ
る

予
定
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。
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　平成２７年度に策定した「新幹線を核としたまちづくり実行計画」のビジョンをふまえつつ、まちづくりの
方向性としての「新幹線駅周辺整備計画」を平成２８年度に策定しました。
　この「新幹線駅周辺整備計画」では、駅を中心にまちの軸を設定し、駅前広場や自由通路などの整備の方
向性を示しています。
　これらを受けて、平成２９年度はより具体的な「まちづくりアクションプラン」の策定に取り組んでいます。
このための会議として、平成２９年度の第１回および第２回長万部まちづくり推進会議を実施したことを、以
前の広報にてお伝えしたところです。

　平成２９年１１月１３日に第３回まちづくり推進会議を、１２月７日
に第４回まちづくり推進会議を開催しましたので報告します。
　第３回会議では、長万部高等学校生徒により「長万部のあり
方や希望」と題して研究発表がされました。この発表では、「長
万部らしさ」や「立ち寄りたくなるようなまち」についてキー
ワードごとに整理されていました。このほか第３回会議では、
まちの駅の位置や本町通の整備について話し合われました。
　第４回推進会議では、自由通路の位置やこれに関連する駅前
広場の整備についてテーマとし、今後の議論を深めていくこと
が確認されました。これらのまちの駅・本町通・自由通路・駅
前広場については、継続して話し合ってまいります。

◎まちづくり推進会議を開催しました

高校生による研究発表


